
学校番号 3005 

令和３年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業(電気) 科目 電子情報技術 単位数 2 単位 年次 
3 年 

(電気技術専科
深化コース) 

使用教科書 電子情報技術 （実教出版） 

副教材等  

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コンピュータハードウェアの基礎的な知識を学習します。 

・コンピュータ周辺装置やソフトウェアに関する学習をします。 

・コンピュータ制御やコンピュータネットワークに関する学習をします。 

 

2 学習の到達目標 

コンピュータを活用した電子情報技術に関する基礎的な知識と技術を習得するととともに 

その技術を実際に活用できるようにする。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・ICT 社会の基礎と 

 なる電子情報技術 

 について、関心を 

 もっている 

・電子情報技術に 

 関する知識の向上 

 について主体的に 

 取り組んでいる 

・電子情報技術に 

 関する諸課題の 

 解決を目指して 

 対処法を適切に 

 判断できる 

・技術者として、 

 創意工夫をする 

 能力を身につけ 

 ている 

・電子情報技術に 

 関する基礎的な 

 技術を身につけ 

 ている 

・技術者として、 

 諸課題への解決 

 手段等を適切に 

 取捨選択できる 

・電子情報技術に 

 関する基礎的な 

 知識を身につけ 

ている 

・現代社会における 

 ICT 化の進展と 

 その意義や役割 

 を適切に理解が 

 できている 

評
価
方
法 

・授業への取り組み 

 状況（態度） 

・ノート 

・配布プリント 

・発展学習への取り 

組み 

 

・定期考査 

・小テスト 

・練習問題（課題） 

・授業への取り組み 

 状況（態度） 

・ノート 

・配布プリント 

 

・授業への取り組み 

 状況（態度） 

・ノート 

・配布プリント 

・練習問題（課題） 

・発展課題への取り 

 組み 

・定期考査 

・小テスト 

・練習問題（課題） 

・授業への取り組み 

 状況（態度） 

・ノート 

・配布プリント 

 

a～dの各観点に基づいて単元ごとを目安に評価を行い、年度末に 5段階評定で評価します。 

学習する内容に応じてそれぞれの観点を適切に配分し、評価を行います。 

 

 

 



4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
電
子
回
路 

１．電子回路の基礎 

２．論理回路と論理代数 

３．フリップフロップと 

３．応用回路 

４．レジスタと演算回路 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

ａ：PC に用いられる基本的な電子 

素子の構造・性質・基本的な 

用途についての関心を持ち、 

意欲的に取り組む態度を身に 

付けている 

ｂ: 基本的な論理回路の特徴や、 

組み合わせた論理回路の機能 

及び簡単な論理代数を用いた 

回路設計について検討できる 

ｃ: フリップフロップ回路の原理 

と、それらを応用した回路に 

ついて理解し、活用できる 

ｄ: 電子回路の基礎、論理回路と 

論理代数、フリップフロップ 

と応用回路、及びレジスタと 

演算回路に関する知識と技術 

について理解している 

配布プリ

ント，ノー

トの提出 

考査評価，

課題，学習

活動によ

り評価す

る。 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
構
成
と
機
能 

 

１．マイクロプロセッサと 

処理装置 

２．記憶装置と周辺機器 

３．データの流れと命令語 

の構成 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

ａ: 装置や機器の動作原理、機能 

や役割に関心を持って意欲的 

に取り組む態度を身に付けて 

いる 

ｂ: PC 内部のデータの流れ、命令 

の処理手順、機械語の命令の 

構成、命令のアドレス方式、 

簡単な割込み処理等について 

理解し命令によって PCを制御 

する仕組みが検討できる 

ｃ: 入出力装置などの周辺装置を

具体的に取り上げ、その機能

とコンピュータにおける各々

の役割とその構造、I/F、制御 

の仕組み、データの記録方法 

等について理解し活用できる 

ｄ: マイクロプロセッサと処理 

装置、記憶装置と周辺機器、 

データの流れと命令語の構成 

PC の構成と機能に関する知識

と技術について理解している  

配布プリ

ント，ノー

トの提出 

考査評価，

課題，学習

活動によ

り評価す

る。 



後
期 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御 

１．ハードウェアに適した 

言語 

２．センサと 

アクチュエータ 

３．入出力と周辺回路 

４．制御プログラム 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

ａ:プログラムの書き方について 

関心を持ち、意欲的に取り組む 

態度を身に付けている 

ｂ: I/F 回路等の周辺回路がどの 

ように動作しているかを考察 

できる 

ｃ: 各種センサやアクチュエータ

の原理・構造・特性、それら 

を活用した制御回路について 

理解し活用できる 

ｄ: 各ハードウェアに適した言語 

各種センサとアクチュエータ、 

それらの入出力と周辺回路、 

及び、制御プログラムについて 

理解し、PC 制御に関する知識 

と技術を身に付けている 

配布プリ

ント，ノー

トの提出 

考査評価，

課題，学習

活動によ

り評価す

る。 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
と
電
子
情
報
技
術 

１．オペレーティング 

システム 

２．ネットワークと 

情報処理形態 

３．マルチメディアと 

電子情報技術 

 

 

 

○  

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

ａ: さまざまなオペレーティング

システムの構成・基本的機能、

役割についての関心を持ち、 

意欲的に取り組む態度を身に 

付けている 

ｂ：PC ネットワークの有用性や 

効果的に利用するシステム 

の構築について検討できる 

ｃ: 文字・音声・静止画・動画 

などの情報のディジタル化 

技術について理解し、マルチ 

メディアを効果的に利用する 

ためのIT技術について、活用 

できる 

ｄ: OSやネットワークと情報処理 

形態、及びマルチメディアと 

電子情報技術について理解し、 

PCの利用とICT技術に関する 

知識を身に付けている 

配布プリ

ント，ノー

トの提出 

考査評価，

課題，学習

活動によ

り評価す

る。 

 

※表中の観点について   a:関心・意欲・態度    b:思考・判断・表現 

c:技能          d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につ

いて○を付けている。 

 


